
６．１ まとめ
そもそもレーザー核融合による発電は，10 Hz 程度のパ

ルス動作の核融合出力を定常運転で取り出すことにある．

それゆえシングルショット実験に対する高繰り返し実験と

いう目新しいテーマの小特集というのは，本来対立概念で

はないものがそのように一般に捉えられてしまうかもしれ

ない．それがレーザー核融合開発というものの開発現状な

のであろう．そう開き直って，繰り返し定常運転の技術水

準と開発現状を報告した．

我が国にとってエネルギー資源の確保は，いつの時代が

来ようとも最重要課題であり続けよう．核融合発電はその

切り札であり，いくつかの方式が計画され開発途上にあ

る．その中でどれが実現されるのか，全てその可能性があ

るとして，なお最も近道はレーザー核融合炉であろうと筆

者らは考えている．ただ，その研究開発者のなかにも，基

礎開発さえ終わってしまえば，実用炉の段階では世界のい

づれかで開発され実用に近いものを大いに取り入れて簡単

に建設すればいいというふうに思う人がいるとすれば，福

島第一発電所の二の舞になってしまい，何かことが起こっ

た時には手も足も出ないということになろう．自前で基礎

から断絶なく開発を積み上げていくべきというのが，我々

の得た貴重な経験である．

端的にいって，例えばチタンサファイヤレーザーや

YAGレーザーなど，それほど困難なく入手し運転維持で

きる市販のドライバーがある．燃料ペレットなりターゲッ

トをそれに見合うように供給できる投入装置があれば，そ

れだけで実験が開始できるのである．少なくともそこまで

の成果がこの小特集の中身である．

６．２ 今後の展望
前節の論は，繰り返し運転でなければ意味がないと極端

に言明しているわけではない．シングルショットか繰り返

しショットかという対立点を強調しているわけではない．

それらを弁証法的に揚棄した開発を行うことが正しい．実

際，繰り返し実験と同時にシングルショット実験も並行し

ている．国内の共同研究として大阪大学レーザーエネル

ギー学研究センターを中心とする共同研究に参画し，

LFEXレーザー駆動の高エネルギーイオンによるコア加熱

の成果を世に問うている［１］．図１はそのレーザー照射配

位である．

ロードマップ上，最終目標の実証炉，実験炉，商用炉と

いわれるもののみをめざすのではなく，繰り返しシステム

開発をめざしたその時，ロードマップにどの点ででも最終

炉型に近いシステムが構築できることを発見した．キロ

ジュール級のレーザーを開発し，そこで最初の炉型をつ

くってしまおう，その利得は多分数パーセント以上にはい

かないであろう，わずか豆電球がつく程度であろう，それ

でも確実にそれが成れば，次に進む見通しがつくというも

のである．それをミニ炉CANDYと名付け，当面の目標と

置いている（図２参照のこと）．シングルショットでキロ

ジュール級のレーザー装置を備えた研究所は阪大などいく

つかある．その成果がこの目標達成に貴重なものであるこ

とは言を待たない．
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図１ GXII 2ビームで対向爆縮し形成した重水素化ポリエチレン
球殻のコアに直接 LFEXを照射すべく，CD球殻の側面に開
けた穴から LFEXを入射する模式図［１］．

図２ キロジュールレーザーで駆動するミニ炉CANDYの概念図．
背後の箱はレーザー伝送系とともに高速点火方式に用いる
加熱レーザーのパルス圧縮装置を内蔵する．
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またそこでは少なくとも中性子源としての機能は果たす

であろう．その波及効果としての工業，医療応用もある．

それゆえに小特集の最後にレーザー生成中性子源の現状を

報告した．
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